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Kochi Rotary Club

● 創立80周年記念式典　高村会長挨拶
　本日は、国際ロータリー第2670地区ガバナー　柳澤光秋様、代表幹事　久松啓一様をはじめ、高知
第１分区・第２分区のガバナー補佐の皆さま、各クラブの会長・幹事の皆様、そしてかつて高知クラブに
所属しておられました元会員の皆様、火曜会の皆様など、大勢の方にご多用の中、また、ご遠方より、ご
参席いただきまして、高知クラブの創立80周年の式典を開催できますことは、私どもにとりまして誠に光
栄であり、この上のない慶びでございます。高知ロータリークラブ会員一同、心より御礼申し上げます。
　高知ロータリークラブは昭和12年(1937年)10月2日、今治ロータリークラブをスポンサークラブとして、
四国では今治、徳島、松山、高松に次ぐ５番目、全国では33番目のクラブとして会員24名をもって誕生しました。昭和12年と
言えば、盧溝橋事件が起こるなど国際情勢は緊張を増してきており、思想弾圧も日を追って厳しくなっていた時代です。この
ような状況の中で、友愛と奉仕を基本理念とし、国際理解・親善、世界平和を目的の１つとするロータリークラブが高知に設
立されたことは大変に意味あることだと思いますし、今では考えられないような困難もあったと思います。
　設立時の資料には、この時の様子が次のように述べられています。『高知クラブの発会式は、昭和１２年10月2日高知商工
会議所会議室に於て目出度く挙行されました。当日は前日まで降りしきれる雨も晴れ上がりて一点の雲もなく、楼上より国宝
大高坂城を中心に市内は隈なく、遠くは五台山、浦戸湾、桂浜なども眺め得らるる快晴となりて、新しく生まれ出たる高知ク
ラブの前途を祝福するかの如くでありました。午後３時半の振鈴（しんれい）を以って一同着席、開会を宣じ国歌の合唱を以
って、例の如くプログラムを逐次進行して目出度く発会式を了されました。
　里見純吉ガバナーは当日午前8時大阪より到着され、柴 染太郎幹事は前日来高して準備を整えました。高知クラブは、会
長 入交太蔵氏、副会長 川

かわぶちこうま

淵洽馬氏、幹事 高木契一氏、会計 小松米吉氏、会場監督 松山秀美氏、以上諸氏の他、理事と
して石倉小三郎氏、宇田耕一氏、溝渕吉衛氏の合計８名を理事として選挙し、チャーターメンバーの数24名の同市有力の
実業家を網羅せる有力なるクラブとなりました』云 と々あります。
　また、RIへの加盟承認は昭和12年10月29日、国際ロータリー登録披露式（チャーターナイト）は昭和13年11月5日でした。
しかし、創立後まもなく戦時色が強くなりクラブの継続が難しくなって、昭和15年8月、高知クラブは国際ロータリーを脱会し
ますが、戦中戦後の空白時代も火曜会の名のもとにロータリーの灯は消さず、昭和24年8月19日、大阪ロータリークラブの力
添えによって国際ロータリーへの加入が再承認されました。
　今日、高知クラブは会員数97名の四国で一番大きなクラブになりましたが、私達は、先輩の創立当時の志に思いを馳せ、
また、戦中解散を余儀なくされながらも何とかロータリーの灯を消すまいと、密かに会合を持続し、戦後いち早く復活させた
情熱と行動のお陰で今日の高知クラブが存在することを、80周年の記念式典に際して、まず思い起こさねばなりません。そし
て、すべての高知クラブの先輩、その設立発展にご協力いただいた皆様に感謝すると同時に、この80周年を契機として、これ
からの高知クラブの将来の姿を展望し、より良いクラブになるように一人ひとりが努力していかなければならないと思います。
それが、地域社会がより良くなっていくことにつながると信じます。
　８０年という歴史は人間の一生にもたとえられる程の長いものですが、私的な事にもなりますがその１つのエピソードをご
紹介したいと思います。８０周年式典での挨拶を考えていた時に、今迄の歴史を振り返る意味でも過去の記念誌を事務局で
見直していました。すると、４０周年記念誌の挨拶文を書いていた当時の会長が私の伯父でした。伯父がロータリークラブに
入っていたことなど聞いたことありませんでしたから大変驚きでした。で、ここからが本題です。この話を例会でお話したとこ
ろ、翌週の例会で、あるベテラン会員から、伯父が会長のときに、高知クラブはフィリピンのネグロス島に小学校建設のため
の寄付をしているということを教えていただきました。
　私はこの話を聞いて、小学校がない地域の小学校建設に協力するという、高知ロータリークラブとして大変誇らしいことを
やっていたことを知ることができました。次に、４０年も前のことを、昨日のことのように教えていただける先輩の会員がおら
れる。これが高知クラブ８０年の歴史であり、力であると思いました。このような事業は、高知クラブが今までやってきた事業
の一つに過ぎません。例えば、1991年、地球環境について考える地球33番地の記念式典を始めました。この江ノ口川にある
地球33番地に着目し、環境保全につなげるユニークな活動は、現在にまで続き、高知ならではのイベントに育ちました。
　また、70周年の記念事業として、県内大学で頑張っている学生さんに対し、2008年から燦燦奨学生教育支援事業を始め
て10年目になり、今までに14名の学生の支援を行ってきました。うち7名は卒業をして実社会で活躍しています。参考のため
ご紹介しますと、
　　高知大学  ９名　　内訳は在学中の方４名、 卒業された方５名
　　女子大（県立大） ３名　　内訳は在学中の方２名、 卒業された方１名
　　高知工科大学 ２名　　内訳は在学中の方１名、 卒業された方１名
となっています。本日は、燦燦奨学生の方が３名おいでになられています。 さらに、高知クラブがお世話をして、ロータリー
財団からの奨学金でイギリスの UNIVERSITY　Of　EAST　ANGLIE（イースト・アングリア大学）大学院に留学して、こ
の１０月からニューヨークで国連関連の仕事をされる見津田さんもお越しいただいています。余談ですが、ノーベル文学賞を
とりましたカズオ・イシグロさんもイースト・アングリア大学大学院を出られています。
　私達は、これからも燦燦奨学金の制度をもっと成熟させ、未来ある若者の育成を、20年、30年と継続していかねばならな
いと思います。こうして地域を守り、人材を育てていくのが高知ロータリークラブの大事な使命であると思います。
　最後になりましたが、本日ご参席いただきましたご来賓、並びに多数のロータリアンの皆様の温かい友情に深く感謝申し上
げますとともに、今後もロータリー精神を遂行する中で、地域社会の発展に貢献できるように努めてまいります。今後とも高知
ロータリークラブに更なるご支援ご指導の程をお願い申し上げます。
　ご参加いただきました皆様のご健勝とご多幸を祈念申し上げまして会長挨拶と致します。本日は誠に有難うございました。
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